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確定的影響と確率的影響 

同じ線量を多数の人が被ばくしたとき、全
体の1%の人に症状が現れる線量を「しき
い線量」としている。 
（国際放射線防護委員会（ICRP）2007年勧告） 

一定の線量以下では、喫煙や飲酒といった
他の発がん影響が大きすぎて見えないが、
ICRPなどではそれ以下の線量でも影響は 
あると仮定して、放射線防護の基準を 
定めることとしている。 

確定的影響 
（脱毛・白内障・皮膚障害等） 

確率的影響 
（がん・白血病・遺伝性影響等） 
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線量 

自然発生率 

線量に依存して 
影響があると仮定 

人体への影響 
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しきい線量 しきい線量なし 

　確定的影響の特徴は、これ以下なら影響が生じない、これ以上なら影響が生じると
いうしきい線量が存在するということです。
　一方、確率的影響にはしきい線量はないとされています。100 ミリシーベルト以
下の低線量域については、放射線被ばくによる確率的影響を疫学的に検出することは
極めて難しく、国際放射線防護委員会（ICRP）は、低線量域でも線量に依存して影
響（直線的な線量反応）があると仮定して、放射線防護の基準を定めています。
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放射線による電離作用 

高い密度で電離が起こる 
 
 
低い密度で電離が起こる 

α線 
 

γ線、X線 

電離している場所 

電子 

放射線 

細胞 

α線 

拡
大 

拡大 

人体影響の発生機構 

　放射線はその通り道の近くにエネルギーを与えていきます。与えられたエネルギー
により、通り道の物質の電子が弾き飛ばされます。これが電離作用です。
　物質にエネルギーを与える密度は、放射線の種類によって異なりますが、β（ベー
タ）線やγ（ガンマ）線に比べ、α（アルファ）線はごく狭い範囲に集中的にエネル
ギーを与えます。このような電離作用の密度の違いにより、同じ吸収線量であっても
細胞が受けるダメージの大きさが異なります。
　放射線が直接生体分子に損傷を与える過程を直接作用といいます。細胞は約 3分
の 2が水で構成されているので、放射線によって水のイオン化も起こります。この
イオン化によって生じたラジカルと呼ばれる化学反応を起こしやすい成分により、生
体分子に損傷を与える過程を間接作用といいます。
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